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144彦根城博物館だより

大
き
く
張
っ
た
胴
部
に
、
ま
っ

す
ぐ
に
立
ち
上
が
る
頸
部
を
持

つ
、
中
国
・
宋
代
の
作
。
細
長
い

頸
部
を
鶴
の
首
に
見
立
て
た
、
鶴

首
茶
入
の
名
が
あ
り
ま
す
。
頸
部

上
辺
と
胴
の
釉
際
に
彫
り
筋
が
巡

り
、
黒
褐
色
の
釉
薬
に
は
鶉
の
羽

毛
の
よ
う
な
斑
文
様
が
生
じ
て
い

ま
す
。

天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）

十
二
月
、
彦
根
藩
井
伊
家
十
二
代

の
直な

お

亮あ
き

（
一
七
九
四
～
一
八
五
〇
）

が
、
小
堀
家
代
々
所
持
と
伝
わ
る

品
を
「
長
浜
町
の
者
」
か
ら
一
括

購
入
し
た
も
の
の
一
つ
で
あ
る
こ

と
が
、
直
亮
自
筆
の
道
具
帳
「
長

印
物
帳
」
か
ら
判
明
し
ま
す
。
同

帳
で
は
、
本
作
を
小
堀
遠
州
秘
蔵

の
名
器
と
し
、
極
上
々
位
と
い
う

最
高
の
位
づ
け
を
し
て
い
ま
す
。
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ほ
ん
も
の
と
の
出
会
い

■
日　

時　

４
月
27
日
（
土
）
14
時
～
（
30
分
程
度
）

■
講　

師　

髙
木
文
恵
（
当
館
学
芸
員
）

■
会　

場　

当
館
講
堂

■
参
加
費　

無
料

■
定　

員　

50
名
（
先
着
順
）

ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク

展

示

案

内

●
●　

常
設
展
示　

●
●

―
彦
根
藩
井
伊
家
伝
来
の
大
名
道
具
を
中
心
に
八
〇
点
あ
ま
り
を
展
示
―　

展
示
室
１

特
別
公
開

44
2525

55
1414

（火）（火）

（木）（木）

■
日　

時　

５
月
18
日
（
土
）
14
時
～
（
30
分
程
度
）

■
講　

師　

奥
田
晶
子
（
当
館
学
芸
員
）

■
会　

場　

当
館
講
堂

■
参
加
費　

無
料

■
定　

員　

50
名
（
先
着
順
）

＊
関
連
講
座
を
開
催
し
ま
す
。（
３
頁
参
照
）

ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク

茶
壺
は
、
茶
の
湯
の
葉
茶
を
入
れ
る
容
器
で

す
。
そ
の
堂
々
た
る
姿
か
ら
、
織
田
信
長
や
豊

臣
秀
吉
を
は
じ
め
と
す
る
武
将
達
に
愛
さ
れ
、

書
院
飾
り
の
雄
と
も
言
う
べ
き
存
在
と
さ
れ
ま

し
た
。
江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
も
、
大
名
家

の
格
式
を
示
す
道
具
と
し
て
尊
ば
れ
、
重
用
さ

れ
ま
し
た
。

本
展
で
は
、
井
伊
家
伝
来
の
茶
壺
の
優
品
を

一
堂
に
展
示
し
、
併
せ
て
、
御
用
茶
師
の
御お

茶ち
ゃ

入い
り

日に
っ

記き

や
茶
壺
斡あ
っ

旋せ
ん

の
際
に
送
ら
れ
た
書
状
な

ど
、
茶
壺
に
関
わ

る
さ
ま
ざ
ま
な

資
料
を
紹
介
し
、

そ
の
収
集
と
賞し
ょ
う

翫が
ん

の
歴
史
を
ひ

も
と
き
ま
す
。

展
示
室
１

テ
ー
マ
展

55
1717

（金）（金）

66
1818

（火）（火）
褐
釉
四
耳
壺

■
日　

時　

２
月
17
日
（
土
）
14
時
～
（
30
分
程
度
）

■
講　

師　

奥
田
晶
子
（
当
館
学
芸
員
）

■
会　

場　

当
館
講
堂

■
参
加
費　

無
料

■
定　

員　

50
名
（
先
着
順
）

ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク

　

江
戸
時
代
、
大
名
家
で
は
、
姫
君
の
婚
礼
に

際
し
て
、
調
度
や
雛
道
具
な
ど
の
道
具
一
式
を

調
え
て
婚
家
に
持
参
す
る
慣
わ
し
が
あ
り
ま
し

た
。
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
、
彦
根
藩
井
伊

家
十
三
代
直な
お

弼す
け

の
息
女
弥や

千ち

代よ

（
一
八
四
六
～

一
九
二
七
）
が
、
高た
か

松ま
つ

藩は
ん

松ま
つ

平だ
い
ら

家け

世せ
い

子し

頼よ
り

聡と
し

に

嫁
い
だ
際
に
も
、
大
揃
え
の
婚
礼
調
度
と
と
も

に
、
雛
と
雛
道
具
が
調
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
弥
千
代
の
雛
道
具
を
、
地
元
の

旧
家
に
伝
え
ら
れ
た
古こ

今き
ん

雛び
な

や
御ご

殿て
ん

飾
り
と
と

も
に
一
挙
に
公
開
し
ま

す
。
桃
の
節
句
に
ふ
さ
わ

し
い
華
や
か
な
雛
の
飾

り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

弥
千
代
の
雛
道
具

展
示
室
１

特
別
公
開

22
1717

（土）（土）

33
1717

（日）（日）

雛
と
雛
道
具

雛
と
雛
道
具

■
日　

時　

３
月
23
日
（
土
）
14
時
～
（
30
分
程
度
）

■
講　

師　

髙
木
文
恵
（
当
館
学
芸
員
）

■
会　

場　

当
館
講
堂

■
参
加
費　

無
料

■
定　

員　

50
名
（
先
着
順
）

ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク

　

彦
根
藩
井
伊
家
十
二
代
直な
お

亮あ
き

（
一
七
九
四
～

一
八
五
〇
）
は
、
茶
の
湯
や
煎
茶
に
造
詣
が
深

く
、
道
具
や
茶
書
を
積
極
的
に
収
集
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
御
茶
座
敷
や
待
合
の
新
築
に
あ

た
っ
て
は
、
幕
府
の
茶
道
役
に
自
ら
が
仕
様
に

つ
い
て
尋
ね
聞
く
な
ど
、
積
極
的
に
関
わ
り
、

彦
根
の
槻
け
や
き

御
殿
に
は
煎
茶
室
も
建
立
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
直
亮
の
事
跡
は
、
十
三
代
直な
お

弼す
け

の

茶
の
礎
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
展
は
、
井
伊
直
亮
の
茶
に
初
め
て
焦
点
を

あ
て
て
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

数数すす

寄寄きき

とと
清清せ

い

せ

い

風風ふ
う
ふ
う

　

―

　

―    

井井いい

伊伊いい

直直な
お
な
お

亮亮あ
き
あ
き

の
茶
の
湯
と

の
茶
の
湯
と
煎煎
茶茶  

――

展
示
室
１

テ
ー
マ
展

33
2020

44
2222

（月）（月）

（（水水・・祝祝））

紫
泥
六
角
水
注

森
本
文
琳
茶
入

　

近
世
初
期
風
俗
画
の

傑
作
「
彦
根
屛
風
」
。

　

舞
台
は
江
戸
時
代
、

寛
永
年
間
（
一
六
二
四
～

四
四
）
頃
の
京
の
遊ゆ
う

里り

と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

小こ

袖そ
で

や
髷ま
げ

、
煙き
せ
る管

や
洋

犬
な
ど
の
華
や
か
な
風

俗
、
毛
筋
の
一
本
一
本

に
至
る
ま
で
表
現
す
る

緻
密
な
筆
致
、
金
地
を

背
景
と
す
る
洗
練
さ
れ
た

構
図
、
琴き
ん

棋き

書し
ょ

画が

や
謡よ
う

曲き
ょ
く

「
芭ば

蕉し
ょ
う

」
な
ど
、

機
知
あ
ふ
れ
る
「
見
立
て
」
、
全
体
を
覆
う

静
寂
な
ど
、
多
様
な
魅
力
に
あ
ふ
れ
る
世
界

を
堪
能
く
だ
さ
い
。

風
俗
図
（
彦
根
屛
風
）

国
宝
国
宝･･

彦
根
彦
根
屛屛
風風

茶茶ち

ゃ

ち

ゃ

壺壺つ
ぼ
つ
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井
伊
家
伝
来
の
煎
茶
道
具
と
湖
東
焼

井
伊
家
伝
来
の
煎
茶
道
具
と
湖
東
焼

湖
東
焼
は
、
彦
根
で
古
着
商
を
営
ん
で
い
た

絹
屋
半
兵
衛
が
、
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）

に
始
め
た
や
き
も
の
で
す
。
天
保
十
三
年

（
一
八
四
二
）
に
彦
根
藩
が
窯
を
召
し
上
げ
て

直
営
化
し
、
藩
窯
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。
こ

の
湖
東
焼
の
中
で
特
に
名
品
と
誉
れ
高
い
の

が
、
急
須
や
水
注
な
ど
の
煎
茶
道
具
で
す
。

江
戸
時
代
後
期
、
煎
茶
は
、
中
国
の
最
先

端
の
文
化
と
し
て
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
、
そ

の
流
行
は
大
名
家
に
も
及
び
ま
し
た
。
井
伊

家
十
二
代
当
主
直な
お

亮あ
き

（
一
七
九
四
～
一
八
五
〇
）

も
、
彦
根
藩
の
下
屋
敷
で
あ
っ
た
槻
御
殿
内
に

煎
茶
室
「
楽
々
亭
」
を
造
営
し
、
煎
茶
道
具
の

優
品
を
収
集
す
る
な
ど
、
煎
茶
に
強
い
関
心
を

寄
せ
ま
し
た
。
彼
の
跡
を
継
い
だ
十
三
代
直な
お

弼す
け

（
一
八
一
五
～
六
〇
）
も
ま
た
自
作
の
急
須
を
残

し
て
お
り
、
煎
茶
を
嗜
ん
だ
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。

現
在
、
直
亮
と

直
弼
に
よ
っ
て
収

集
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
煎
茶
道
具

一
〇
五
件
が
井
伊

家
に
伝
来
し
、
当

館
に
所
蔵
さ
れ
て

い
ま
す
が
、実
は
、

こ
の
う
ち
の
四
割
を
占
め
る
の
が
、
湖
東
焼
の

作
品
で
す
。
残
念
な
が
ら
、
そ
の
大
半
が
大
正

十
二
年
（
一
九
二
三
）
の
関
東
大
震
災
で
罹
災

し
、
変
色
や
欠
け
、
歪
み
を
呈
し
た
状
態
で
す
。

し
か
し
、
湖
東
焼
を
主
導
し
た
井
伊
家
に
伝
来

し
た
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
湖
東
焼
に
お
け
る
煎

茶
道
具
の
制
作
状
況
を
今
に
伝
え
る
貴
重
な
資

料
と
言
え
ま
す
。

写
真
の
作
品
は
、
そ
の
よ
う
な
罹
災
湖
東
焼

の
煎
茶
道
具
の
一
つ
で
、
注
口
と
把
手
が
一
直

線
を
成
し
、
注
口
の
真
後
ろ
に
持
ち
手
が
つ
い

た
、
後
ろ
手
と
呼
ば
れ
る
形
状
の
急
須
で
す
。

中
国
清
時
代
の
江こ
う

蘇そ

省
し
ょ
う

南
部
の
陶
窯
で
、
名
窯

と
名
高
い
宜ぎ

興こ
う

窯よ
う

で
制
作
さ
れ
た
煎
茶
の
注

器
、「
茶ち
ゃ

銚ち
ょ
う

」
を
写
し
た
形
態
で
あ
り
、
そ
の

中
で
も
、
注
口
が
や
や
下
に
垂
れ
る
「
留る

佩は
い

口こ
う

」

に
分
類
さ
れ
る
茶
銚
を
精
緻
に
再
現
し
て
い
ま

す
。宜

興
窯
の
作
品
は
、
低
火
度
で
焼
き
締
め
た

無
釉
陶
器
で
す
が
、
本
品
は
磁
胎
に
施
釉
し
、

赤
絵
金
彩
の
技
法
で
上
絵
付
を
施
し
て
い
ま

す
。
絵
付
は
湖
東
焼
の
名
絵
付
師
と
し
て
知
ら

れ
る
鳴め
い

鳳ほ
う

に
よ
る
も
の
で
、
胴
全
体
に
円
文
を

散
ら
し
、
円
の
内
に
は
中
国
風
人
物
や
麻
葉
、

亀
甲
文
を
、
周
囲
に
は
唐
草
文
様
を
隙
間
無
く

埋
め
尽
く
す
よ
う
に
細
密
に
描
い
て
い
ま
す
。

中
国
は
も
ち
ろ
ん
、日
本
で
も
高
く
評
価
さ
れ
、

珍
重
さ
れ
た
宜
興
窯
の
器
の
形
態
を
細
部
ま
で

丁
寧
に
写
し
、
華
や
か
な
絵
付
を
施
し
て
仕
上

げ
た
本
品
は
、
名
窯
と
し
て
知
ら
れ
た
湖
東
焼

の
名
に
恥
じ
ぬ
優
品
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

本
品
の
絵
付
に
腕
を
揮
っ
た
鳴
鳳
が
、
湖

東
焼
の
藩
窯
に
招
聘
さ
れ
て
絵
付
を
行
っ
た

の
は
、
弘
化
年
間
（
一
八
四
四
～
四
八
）
か
ら

安
政
年
間
（
一
八
五
四
～
六
〇
）
の
初
め
頃

ま
で
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
鳴
鳳
作
品
の

多
く
は
年
記
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
弘
化
二
年

（
一
八
四
五
）
お
よ
び
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）

の
年
記
の
作
品
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
ど
ち
ら

も
茶
心
壺
と
い
う
煎
茶
器
で
す
。こ
の
ほ
か
に
、

年
記
は
な
い
も
の
の
、
同
様
の
鳴
鳳
の
煎
茶
器

が
ま
と
ま
っ
て
伝
来
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
か

ら
、
鳴
鳳
が
、
来
彦
し
て
か
ら
早
い
段
階
で
煎

茶
器
の
制
作
に
注
力
し
た
と
推
測
さ
れ
、
そ
れ

は
、
こ
の
期
の
藩
主
で
あ
っ
た
直
亮
の
意
向
に

よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
こ
で
取
り
上
げ
た
急
須
を
は
じ
め
、
鳴
鳳

作
品
を
中
心
と
す
る
湖
東
焼
の
煎
茶
道
具
の
多

く
は
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
器
形
に
絵
付
が
う
ま

く
連
動
し
、
そ
の
造
形
を
生
か
す
よ
う
な
表
現

で
制
作
さ
れ
て
い
ま
す
。
素
地
を
作
る
陶
工
と

絵
を
描
く
絵
付
師
の
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
的
技
術

の
み
で
は
こ
の
よ
う
な
表
現
は
難
し
く
、
煎
茶

へ
の
並
々
な
ら
ぬ
関
心
と
美
術
へ
の
造
詣
の
深

さ
を
備
え
た
人
物
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
人
に
具

体
的
な
指
示
を
与
え
、
完
成
に
導
い
た
の
で
は

な
い
か
と
想
像
さ
れ
ま
す
。そ
の
人
物
こ
そ
は
、

最
も
有
力
な
湖
東
焼
の
発
注
者
で
あ
り
、
類
い

稀
な
審
美
眼
を
以
て
雅
楽
器
を
は
じ
め
刀
剣
、

甲
冑
、
書
画
、
文
房
具
、
時
計
な
ど
の
様
々
な

文
物
を
収
集
し
た
大
コ
レ
ク
タ
ー
、
直
亮
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
ま
す
。 

（
奥
田
晶
子
）

研
究
余
録

金 
亀 
玉 

鶴

湖
東
焼 

赤
絵
金
彩
円
文
散
急
須

催
し

講
座
講
座

■
日
時
・
演
題
・
講
師

①
３
月
９
日
（
土
）　

14
時
～
15
時
30
分

　

私
の
研
究
最
前
線

　
「「
暮く

れ

物も
の

伺う
か
が
い」

か
ら
見
た
彦
根
藩
武
家
奉
公
人
の
実
像
」

柴
﨑
謙
信
（
当
館
学
芸
員
）

②
３
月
16
日
（
土
）　

14
時
～
15
時
30
分

　

私
の
研
究
最
前
線

　
「
井
伊
直な

お

忠た
だ

の
能
稽
古
と
梅
若
家
」

茨
木
恵
美
（
当
館
学
芸
員
）

③
６
月
１
日
（
土
）　

14
時
～
15
時
30
分

　

テ
ー
マ
展
関
連
講
座

　
「
井
伊
家
伝
来
の
茶
壺
」　 

奥
田
晶
子
（
当
館
学
芸
員
）

④
６
月
15
日
（
土
）　

14
時
～
15
時
30
分

　

シ
リ
ー
ズ 

古
文
書
か
ら
読
み
解
く
彦
根
の
歴
史
①

　
「
徳
川
家
康
か
ら
の
手
紙
」渡

辺
恒
一
（
当
館
学
芸
員
）

■
会　

場　

当
館
講
堂

■
定　

員　

50
名

■
資
料
代　
１
０
０
円

■
受　

付　

当
日
受
付
（
先
着
順
、
受
付
13
時
30
分
～
）

彦
根
藩
資
料
調
査
研
究
会

彦
根
藩
資
料
調
査
研
究
会  

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

■
日
時
・
テ
ー
マ

　

３
月
24
日
（
日
）　

13
時
～
16
時
30
分

　
「
殿
様
と
家
臣
た
ち
の
日
常

　
　
　

 

―  「
側そ

ば

役や
く

日に
っ

記き

」
か
ら
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

井
伊
家
十
代
直な

お

幸ひ
で

の
政
務 

―
」

■
報
告
者　

有
坂
道
子
氏
（
京
都
橘
大
学
）、
三
宅
正
浩

　

氏
（
京
都
大
学
）、
渡
辺
恒
一
（
当
館
学
芸
員
）

■
会　

場　

当
館
能
舞
台
正
面
見
所

■
定　

員　

１
０
０
名

■
資
料
代　

５
０
０
円

■
受　

付　

当
日
受
付
（
先
着
順
、
受
付
12
時
30
分
～
）
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3月4月5月6月

茶壺
―武家の美意識―

5/17 ～6/18

テーマ展

23
土

ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク
　　
数
寄
と
清
風

　　常設展示 “ほんもの”常設展示 “ほんもの”  との出会いとの出会い　　

数寄と清風
―井伊直亮の茶の湯と　茶―

3/20 ～4/22

テーマ展 ３
月
～

月
６

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

雛と雛道具

2/17 ～3/17

特別公開

9
土 

　
　
　
　
　　

私
の
研
究
最
前
線

講
座
講
座　　

「「
暮
物
伺
」
か
ら
見
た

彦
根
藩
武
家
奉
公
人
の
実
像
」

16
土 
講
座
講
座　　

私
の
研
究
最
前
線

　
　
　

「
井
伊
直
忠
の
能
稽
古
と
梅
若
家
」

18
月
・
19
火　
　
　
　

休　

館

27
土

ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク
　　
国
宝
・
彦
根
屛
風

24
日

彦
根
藩
資
料
調
査
研
究
会

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

募
集

令
和
６
年
度　

支
援
ス
タ
ッ
フ

令
和
６
年
度　

支
援
ス
タ
ッ
フ

　

当
館
の
事
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
く
支
援

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
活
動
内
容

　

①
教
育
普
及
事
業　

小
学
生
対
象
体
験
講
座
の

　
　

運
営
ス
タ
ッ
フ

　
　
　
（
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
準
備
、
指
導
補
助
）

　

②
調
査
研
究
事
業　

古
文
書
解
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
（
彦
根
藩
井
伊
家
文
書
等
の
古
文
書
解
読
）

　
　

＊
当
館
開
催
教
室
「
古
文
書
の
み
か
た
」
を
修
了

　
　
　

さ
れ
た
方
、
ま
た
は
同
程
度
の
解
読
力
を
有
す

　
　
　

る
方
が
対
象
で
す
。

■
申
込
方
法　
「
支
援
ス
タ
ッ
フ
」
係
ま
で
、
電

　

話
に
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。（
土
日
を
除
く
８
時

　

30
分
～
17
時
）

■
申
込
期
間　

３
月
1
日（
金
）～
15
日（
金
）

　

＊ 

① 

・
②
を
兼
ね
て
登
録
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
可

能
で
す
。

　

＊
定
員
は
各
10
名
程
度

　
　
（
先
着
順
）。

彦
根
城
博
物
館
友
の
会

彦
根
城
博
物
館
友
の
会  

会
員
会
員

　
「
彦
根
城
博
物
館
友
の
会
」
に
入
会
し
て
、
歴
史
・

文
化
と
の
出
会
い
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

■
会
員
特
典

　

①
彦
根
城
博
物
館
の
常
設
展
ほ
か
、
展
覧
会
が
観

　

覧
で
き
ま
す
。
②
友
の
会
ニ
ュ
ー
ス
や
博
物
館

　

だ
よ
り
等
を
お
送
り
し
ま
す
。
③
友
の
会
主
催
の

　

講
演
会
や
現
地
研
修
等
に
参
加
で
き
ま
す
。

■
会
員
期
間　

入
会
か
ら
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

■
年
会
費

　

一
般
会
員 

２
千
円

　

ジ
ュ
ニ
ア
会
員
（
小･

中
学
生
） 

１
千
円

　

賛
助
会
員　
　
　

１
口
以
上
（
１
口
：
１
万
円
）

■
入
会
方
法　

当
館
受
付
に
あ
る
入
会
申
込
書
を

　

ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
郵
送
可
能
・
要
問
い
合
わ
せ
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

彦
根
城
博
物
館
友
の
会
事
務
局
（
中
野
）

　

＊
友
の
会
専
用
電
話
０
７
４
９ - 

４
７ - 

５
７
８
７

令
和
６
年
度　

古
文
書
の
み
か
た

令
和
６
年
度　

古
文
書
の
み
か
た

　

古
文
書
解
読
を
基
礎
か
ら
学
ぶ
「
古
文
書
の
み

か
た 

初
級
編
」
と
、読
解
力
を
深
め
る
た
め
の
「
古

文
書
の
み
か
た 

中
級
編
」
を
開
催
し
ま
す
。

《
古
文
書
の
み
か
た　

初
級
編
》

■
開
講
日
時

５
月
25
日（
土
）、
６
月
８
日（
土
）、
23
日（
日
）、

７
月
７
日（
日
）、
20
日（
土
）、
８
月
10
日（
土
）

の
14
時
～
16
時

■
場
所　

当
館
講
堂

■
定
員　

30
名
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
テ
キ
ス
ト
代　

５
０
０
円

■
申
込
方
法　

①
ま
た
は
②
で
申
込
く
だ
さ
い
。

　

①
彦
根
市
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
か
ら
申
し
込
む
。

　

②
往
復
は
が
き
（
１
人
１
通
）
の
往
信
の
裏
面

　
　

に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
、
返
信
の
宛

　
　

名
面
に
住
所
・
氏
名
を
明
記
の
上
、「
古
文
書

　
　

の
み
か
た
」
係
に
郵
送
。

■
申
込
期
間　

４
月
１
日（
月
）
～
19
日（
金
）
必
着

　

＊
受
講
の
案
内
は
、５
月
２
日（
木
）以
降
に
通
知
。

■
そ
の
他

　
「
古
文
書
の
み
か
た 

中

級
編
」
の
開
催
は
８
月

か
ら
11
月
、
募
集
は
６

月
の
予
定
で
す
。

国宝・彦根屛風

4/25 ～5/14

特別公開

青根九江
―京で花開いた

彦根の文人画家―  

6/21 ～7/23

企画展

18
土

ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク
　　
茶
壺

22
土

ス
ラ
イ
ド

ス
ラ
イ
ド
トト
ーー
クク
　　
青
根
九
江

＊
「
古
文
書
の
み
か
た
」
は
事
前
申
込
制
で
す
。

4/
22、 24

展示替により一部休室

23
火　
　
　
　
　
　
　

休　

館

19
水　
　
　
　
　
　
　

休　

館

25
土

教
室
教
室
　　
古
文
書
の
み
か
た　

初
級
編
①

8
土

教
室
教
室
　　
古
文
書
の
み
か
た　

初
級
編
②

1
土

講
座　
講
座　

井
伊
家
伝
来
の
茶
壺

23
日

教
室
教
室
　　
古
文
書
の
み
か
た　

初
級
編
③

6/
18、 20

展示替により一部休室

5/
15・16

展示替により一部休室

侍中由緒帳 小学生体験講座

15
土 

　
　
　
　
　　

シ
リ
ー
ズ 

古
文
書
か
ら
読
み
解
く

講
座
講
座　　
　
　
　
　
　
　

      

彦
根
の
歴
史
①

　
　
　

「
徳
川
家
康
か
ら
の
手
紙
」


